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1. PTT製造プロセス
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(1) Shell

(2) Du Pont
(3) 旭化成

(4) 東レ

(5) 帝人

(6) 東洋紡績

(7) TICONA
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(10) その他の会社
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(1) 重合部門

(2) 繊維部門

(3) 紡糸技術

(4) カーペット関連技術

(5) 染色関連技術

(6) 樹脂／組成物関連

(7) ポリエステルエラストマー関連

(8) フィルム関連

(9) ボトル関連


